
3月21日  
第12回東京心臓病理フォーラム 電顕写真提示：飛田野技師 
「顔面神経麻痺を合併した心アミロイドーシスの1例」 
「多発性脳病変と拡張型心筋症様の形態を呈した若年女性の心筋症」 
  
5月16-17日   
第64回日本医学検査学会 口演：飛田野技師 
「電顕所見が有用であったHermansky-Pudlak症候群の一例」 
  
7月        
医学検査 (vol.64 No.4, 2015)に論文掲載：松本技師 
「Direct fast scarlet 4BS 染色液調整法の検討 
 （松本祐弥，今田浩生，星野真紀子，芳賀美子，福嶋敬宜）」 
  
10月4日     
平成27年度細胞診検査士1次試験対策勉強会 
 解説：渡邊技師 
  
10月17-18日  
平成27年度日臨技関甲信支部医学検査学会（第52回）        
 口演：飛田野技師 「電顕で不思議な構造物を観察したFabry病の一例」  
 細胞診セクションでの座長：本望技師  
 
11月1日     
第35回栃木県医学検査学会 口演：飛田野技師 
「心内膜下心筋生検の電顕標本作製法と将来への展望」 
 
11月7日     
平成27年度細胞診検査士2次試験対策勉強会 
 解説：伊藤技師、福島技師 
  
11月14日    
平成27年度国家試験対策  
 講師：伊藤技師 
  
11月21-22日  
第54回 日本臨床細胞学会 秋期大会  
 ポスター発表：伊藤技師  
「膵液中に腫瘍細胞が出現した破骨細胞様巨細胞型退形成癌の3例」 
 ポスター発表：福島技師  
「悪性との鑑別を要したAPAMの2例」 
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 検体受付および剖検受付時間 

  ８：３０ ～ １７：１５ （内線２２５７） 

  注）土・日・祝祭日は剖検のみ受付（内線２２５７ or PHS１８２１８） 

2015年 病理診断部・臨床検査技師の研究活動報告 

病院機能評価受診報告 
 去る1１月２５日、団財団法人日本医療機能評価機構による審査が行われました。病
理診断部では、検体の取り扱い時のダブルチェックなどに対して高評価を受けました。 

<具体例> 

○病理専門医とチェッカーによる病理診断時のダブルチェック 

○検体受付時に検体運搬者と病理受付若しくは検査技師が、必ず申込用紙と検体患者名 

 を声出し確認 

○検体の切り出し時に病理医と検査技師が2人体制で切り出し業務 

 

地下剖検室倉庫の工事について  
 9月中旬に台風の影響を受け、剖検室の倉庫に壁から水漏れが起こっていましたが、
現在、補修工事中です。剖検に直接影響はありませんが、関係者のみなさまにはご迷
惑・ご不便をおかけ致します。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

年末年始の受付業務案内  

 
  

28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 

(月曜日) （火曜日） (水曜日) （木曜日） (金曜日) （土曜日） (日曜日) （月曜日） 

剖検 
当番医 

  天野 吉本 鈴木 蘆沢 仲矢 仁木 

  

剖検  通常業務 
休日体制 

受付時間 8:30～17:15（内線 ２２５７ or PHS １８２１８） 
通常業務  

  
組織診 

  
細胞診 

  

  
  

通常業務 
  
  

休日体制で受付対応・検体処理をしますが、緊急で検体提出がある場合は、 

剖検当番医 または  当番検査技師 
（内線 ２２５７ or PHS １８２１８）に 

連絡を取ってから提出して下さい   
 （原則として 病理診断・術中迅速診断などの診断業務は行いません） 

  
  

通常業務 
  
  


